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いられる。本研究では、熱処理に先立って紫外線を照射することで、綿織物の劣化を効果

的に促進することを試みた。
l方法1紫外線照射は、キセノンアーク灯を光源として行った。熱処理は、i5o℃の送風

恒温器中で行った。紫外線照射の後熱処理した綿布と、熱処理のみを行った綿布について
縦糸の引張り強度、未処理試料との色差、染色性、水分率、カルボキシル基濃度、ＤＴＡな
どを比較した。

【結果】紫外線照射または熱処理を行った試料には、引張り強度の低下、色差の増大、直

接染料の染着量の減少、水分率の減少、カルボキシル基濃度の増大、熱分解ピークの低温

側へのシフトなどがみられた。また、試料からの水による抽出物は、270nm付近に吸収を

示した。こうした変化は、紫外線または熱によるセルロース分子鎖の切断とそれに伴う結
晶化、およびセルロースの酸化による官能基生成によると考えられる。予め紫外線照射を

行うと、その後の熱処理によってより大きな劣化が生じた。また、強度の低下に対して色
差、染着量、カルボキシル基濃度などをプロットすると、紫外線照射の有無にかかわらず

ひとつの曲線となった。以上のことから、本実験で用いた条件下では、熱処理に先立って
綿布に紫外線照射を行うと、熱処理のみによる劣化をシミュレートしつつ、劣化の進行を

促すことがわかった。
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　目　的　最近では、プラスチック類などの廃棄物が、埋めても腐敗せず、燃焼すると高

温や有害ガスを発生するので適正な処理が難しく、海洋などに散乱したものは野性生物に

深刻な危害を加えるなど、環境汚染が問題化している。本研究は、混合率25～83Xに調整

したデンプン添加ポリェチレングルフイルムを作成し、本フイルムを土壌埋没試験および

微生物劣化試験でそれぞれ生分解性を評価した。　実験方法　1.試料　超高分子量ポリエ

チレンとデンプンの混合率を25～833;に変化させたゲルフイルムを作成した。木フイルム

は80～160倍まで延伸した。　2.生分解試験法　1)土壌埋没試験　3×3 erfに切断した未延伸

フイルムと延伸をそれぞれlOxlO㎡の堆肥、水田、赤土の3種の土壌中に所定期間埋没した

。2)微生物劣化試験法　MyrotheciuiB verrucaria IFO 6351とChaetomium grobosua IFO

6347の供試菌を用い、炭素源を欠く無機塩類培地でn℃で所定期間培養試験を行った。生

分解性をそれぞれ試験フイルムの電子顕微鏡観察および重量変化から求めた。　結果と考

察　土壌埋没試験では、デンプンの混合率を25～83Xと増やすにしたがって、埋没３ヵ月後

の重量減少率が、水田土壌区で5.3～12. i%、堆肥区で2.4～68. ox、赤土土壌区で0.1～47.

nと高くなった。3種の土壌中におけるフイルムの重量減少率は、水田土壌が最も高く、

堆肥、赤土土壌の順に低かった。しかし、赤土土壌区のデンプン混合率83%のフイルムで

は、埋没3ヵ月後で亀裂が生じ、肉眼観察によって穴が開いたことが確認できた。微生物

劣化試験では、デンプンの混合率を25～83冤と増やすにしたがって、両供試菌の増殖が旺

盛になり、フイルム表面上の増殖は肌 verrucariaよりもC. grobosumの方が顕著であった。
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